
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マナボーテ村上 

村上市生涯学習推進センター 発行 今月号の話題 

 学校と地域を結ぶオープンセッション 

 遊んで学べる職業体験 

 市内めぐりと市長さんと語る会 

 ジュニアスポーツ大会 

 社会教育委員紹介 

 サークル紹介        

回覧 

学校と地域を結ぶオープンセッション 

 ８月６日（火）村上市民ふれあいセンターを

会場に、第１４回学校と地域を結ぶオープンセ

ッションが開催されました。この事業は「郷育」

について理解を深めるとともに、学校、保護者、

公民館、行政、団体関係者がどのような連携・

協力した取り組みができるのかについて情報交

換を行い、お互いのつながりが密になってほし

いという願いのもと開催しています。今年は、

１３０名を超える参加者、各団体による交流ブ

ースの設置や展示がありました。 

 県立生涯学習推進センターの五十嵐和彦様に

「今、求められているコミュニティ・スクール

の在り方」について講演いただいた後に３つの 
広報誌「マナボーテ村上」は村上市のホームページでも公開しています。 

知る つながる 広がる 郷育
さといく

！ 

の在り方」について講演いただいた後、「学校と

地域をどう結び、どう組織化するか」「熟議の仕

方、プロセスのつくり方、広報の仕方をどう進

めるか」「これからの時代子どもたちはどのよう

な資質・能力を育んでいくべきか」という３つ

の分科会で情報交換を行いました。 

 市教育員委員会では、これからも「子どもも

大人も共に育つまち」を目指し、子ども・大人

が「ここで生きる」者としての自覚をもち、連

帯感を一層強めて、つながりを確かなものにす

る取り組みを着実に積み重ねていく施策を進め

ていきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
い
る
様
子 

8 月 17 日（土）に神林商工会青年部と神林地区公民館が共催

し「遊んで学べる職業体験」が開催され、神林地区の小学校か

ら子どもたち 2１名が参加しました。 

この事業は、地域の若い職人さんたちが先生になります。子

どもたちは職人さんの技を見て聞いて…想像力とワクワクを膨

らませながら、大工屋さん、和菓子屋さんなど、色んな仕事に

挑戦しました。 

普段の学校での活動とは違う楽しさと、ユニークな先生たち。

子どもも大人も一緒になって学び合い、楽しい１日となりまし

た。仕事のことだけじゃなく地域のことや、地域で活躍してい

る人たちのことにもちょっぴり詳しくなれたかもしれません。 

来年、神林の小学校は５校から２校に統合されますが、この

日は学校の枠を超えて、子どもたちが協力しあい、笑顔の溢れ

る一日となりました。 

 後半は、地域おこし協力隊として活躍されている臥牛山さん

（錣山（しころやま）部屋元力士）との夢のトークセッション

を行いました。錣山部屋に入門したきっかけや生活、ちゃんこ

料理についての話など、ここでしか聞けない話をたくさん聞く

ことができました。 

遊んで学べる職業体験 ～学校だけじゃない地域での学びの場～  

市内めぐりと市長さんと語る会 ～子どもたちの市政への関心を育てる～

郷（さと）に育ち 自らを高めるとともに、他の人々と共に高まろうとする学びの推進 

8 月 9 日（金）荒川地区の小学校５・６年生を対象に「市内め

ぐりと市長さんと語る会」を行いました。 

 荒川地区青少年育成市民会議と荒川地区公民館の共催で、市内の

自然・歴史・産業等について見聞を広め、郷土への新たな関心を育

てるとともに、子どもたちが市長から直接、市政について聞き、質

問する機会を通じて、市への関心を高め、市民としての意識を育て

ることを目的として毎年行っているものです。 

 今年度は、荒川地区まちづくり協議会による石鹸作り体験と村上

市スケートパークでスラックライン・ボルダリングを体験しまし

た。市長との懇談では、子どもたちから様々な質問が市長に投げか

けられ、市への関心がより一層深まったと思います。体験活動を通

し互いに交流を深め、郷土の魅力にふれる一日となりました。 

朝日地区青少年育成市民会議と朝日地区公民館の共催により、

８月１８日（日）「ジュニアスポーツ大会」を朝日多目的グラウ

ンドで行いました。朝日地区の小学４～６年生と母親で作るチー

ムがソフトボールで競う大会です。今年度朝日地区では、学校統

合により小学校が５校から３校になり、小川小、朝日みどり小、

朝日さくら小３校での初の開催となりました。 

安全対策として、柔らかいボールを使用することや、熱中症対策

として１イニングで５点入ったらチェンジとし、長時間の守備を

防ぐなど、ルールの変更を行った今回の大会で、選手の皆さんは

家族やチームからの声援を受けながら、日ごろの練習の成果を存

分に発揮したプレーを繰り広げました。結果は次のとおりです。 

・４・５年生の部優勝 みどり小Ｕ１１ 

・６年生の部優勝   ＭＯオールスターズ 

 

第３８回ジュニアスポーツ大会 ～学校統合後初の開催～



第３４回国民文化祭・にいがた２０１９ 

第１９回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会 応援事業 

【第５回 村上地区公民館まつり】 

マナボーテ村上を利用している団体、サークルが日

頃の活動の成果を発表します。楽しい体験会もあり

ますので、お気軽にお越しください。 

と き １０月１３日（日）、１４日（月・祝） 

午前９時～午後４時 

ところ マナボーテ村上、教育情報センター 

内 容 展示発表、体験会、 

音楽とおどりの集い（１３日のみ）、 

食育フェア（１３日のみ）、 

まちなかアートプロジェクト、 

人権啓発活動委託事業 映画上映会（１４

日 午後１時 開場）など 

    ※詳しくは、お問合せいただくか、各地区

公民館等に設置しているチラシや、村上

市ホームページをご覧ください。 

問合せ 村上地区公民館 ＴＥＬ５３－５１１１ 

 

【こども広場】 

自由に遊べる場所として、毎月第１・３土曜日（原

則）に開催しています。時節にあわせたものづくり

なども行います。 

と き  ９月２８日（土） 

    １０月１２日（土）、２６日（土） 

    午前９時～１１時３０分 

ところ さんぽく会館 

問合せ 山北地区公民館 ＴＥＬ７７－３７９８ 

そ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷（さと）を育て 社会や地域の向上に貢献していこうとする学びの推進 

イベントのお知らせ
初心者大歓迎！【絵手紙教室】 

あなただけのオリジナル絵手紙、楽しく作ってみま

せんか。初心者の方、大歓迎です。 

と き １０月 ３日（木）、１０日（木） 

１７日（木） 

午前１０時～１１時３０分 

ところ 神林地区公民館 ２階 視聴覚室 

講 師 中島 則子 氏 

対 象 興味のある方 

定 員 １２名（先着順） 

参加費 ２００円 

持ち物 水彩絵の具用具一式（絵の具チューブ、水

彩筆、筆洗、パレット）書道用小筆、タオル  

申込み ９月２７日（金）までに神林地区公民館へ 

TEL６０－１５００ 

 

【第１０回 あらかわっ子を育てる集い】 

地域の宝である子どもたちの健やかな成長を願い、

地域の皆さんと一緒に考え行動します。 

と き １０月６日（日） 

午後０時３０分～３時２０分 

ところ 荒川地区公民館 

内 容 私の主張・ありがとう作文の発表、絵の展

示、お茶のおもてなし、絵本の読み聞かせ

＆工作体験、空手演武、吹奏楽演奏 

問合せ 荒川地区公民館 ＴＥＬ６２－３０５０ 

 

【苔玉講座～苔玉の世界をのぞいてみませんか～】 

日本だけではなく世界にも人気の高い苔玉。盆栽の

ような風情がある存在感が魅力です。初めての方で

も簡単にできます。 

と き １０月１９日（土） 

午前９時３０分～１１時３０分 

ところ 荒川地区公民館 多目的ホール 

講 師 佐藤 恵子 氏 

定 員 １５名（先着順） 

料 金 １，０００円 

持ち物 エプロン、薄手のゴム手袋 

申込み １０月１１日（金）までに荒川地区公民館へ 

    TEL６２－３０５０ 

 

 

 

文
芸
む
ら
か
み
第
9
号
よ
り 

『
俳
句
』 

佐
藤 

萬
智
子 

奉
納
の
少
年
の
舞
夕
月
夜 

各
公
民
館
で
頒
布
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私
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
か
ら
の
選
出
委
員
と
し
て
社
会
教
育
委

員
に
な
り
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 

恥
ず
か
し
な
が
ら
、「
社
会
教
育
委
員
と
は
？
」
と
い
う
こ
と

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
委
員
と
し
て
の
役
目
を
し
っ
か
り

果
た
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

昨
年
度
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し

た
分
科
会
に
所
属
し
、
調
査
研
究
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

最
近
で
は
、
児
童
、
生
徒
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
う
え
に
、

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
体
を
動
か
す
と
い
う
子
供

た
ち
が
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
学

校
部
活
動
の
あ
り
方
な
ど
青
少
年
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
様
々

な
課
題
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
と
し
て
、
昨
年

度
ま
で
は
小
学
校
そ
し
て
現
在
は

中
学
校
で
役
員
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の

経
験
や
体
験
を
少
し
で
も
お
役
に

立
て
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

 

 

広報紙「マナボーテ村上」の問合せ先  村上市教育委員会 中央公民館（生涯学習課内） 

TEL：５３－２４４６  FAX：５３－２９７７  e-mail：manabi@city.murakami.lg.jp 

社
会
教
育
委
員
の
「
本
間

ほ

ん

ま

孝 た
か

幸 ゆ
き

」
で
す 

 

 

3
年
前
か
ら
『
ヘ
タ
で
い
い
。
ヘ
タ
が
い
い
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
は
苦
手
と
い
う
人
、
落
書
き
く

ら
い
し
か
描
い
た
こ
と
が
な
い
人
等
、
初
心
者
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
月
2
回
、
講
師
の
先
生
を
中
心
に
に
ぎ
や
か
に
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
季
節
の
花
々
や
自
分
で
育
て
た
野
菜
な

ど
を
題
材
に
総
合
文
化
会
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
手
書
き

の
絵
手
紙
は
、
送
っ
た
人
と
受
け
と
っ
た
人
の
絆
を
深
め
、

温
め
て
く
れ
ま
す
。 

 

現
在
会
員
は
8
名
。
年
齢
問
わ
ず
無
料
体
験
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
大
切
な
人
に
1
枚
の
絵
手
紙
を
描
い

て
届
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

社
会
教
育
委
員
紹
介 

 

本
間
孝
幸
委
員
（Ｐ
Ｔ
Ａ
） 

  

サ
ー
ク
ル
紹
介 

社会教育行政の運営について審議する社会教育委員（公民館運営審議会の委員兼務）の皆さんをご紹介します。公募・その

他社会教育に係る団体より委員として、教育委員会より委嘱を受けた１２人で構成され任期２年で活動しています。３つの

分科会に分かれ「伝統・歴史の伝承」「循環型社会の構築」「スポーツ・青少年」をテーマに調査研究を進めています。 

朝
日 

「
新
日
本
婦
人
の
会 

絵
手
紙
教
室
」
で
す 

郷（さと）が育てる 地域の子どもを地域のみんなで育てる教育活動の推進 


